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プログラム３「各領域の看護学概論」 

学部等名 看護学部 

目  的 各看護学領域の概論を学び、看護学の概要と近年の動向を理解する。 

プログラムの概要 本プログラムは、現役看護師や離職した看護師のみならず、看護学に関心のある社会

人を対象とする。各看護学領域の概論を学び、看護学についての理解を深め、近年の

看護学の動向について学ぶ機会とする。大学における看護学教育の概要を学び、看護

および自身の健康への関心を高める機会を提供する。 

プログラムの総時間数 180時間 

修了に要する時間数 90時間以上 

定  員 5名 

修了要件 ・8科目の中から4科目以上を履修すること 

・「看護学概論」（前期開講）は必修とする 

申込先 羽島教務課(羽島キャンパス7号館1階) 

履 修 料 検定料5,000円、科目履修料 2,500円×単位数 

※再履修する場合はそれぞれの単位数に相当する金額が必要です。 

 

修了要件受講科目一覧 

授業科目名 看護学概論 担当教員名 平野 昭彦、山内 友宏 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 必修科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 前期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

1.看護の構成要素である健康、環境、人間、看護について説明できる  

2.主な看護理論の概要について説明できる  

3.看護の対象及び看護の役割と機能について説明できる    

4.保健医療サービスと看護活動について説明できる 

【授業の概略】 

「看護とは何か」という基本的概念について学習する。看護学の主要概念である人間・健康・

環境・看護、および看護実践の理論的根拠となる看護理論、看護学の発展の歴史的背景を踏ま

えて、広い視野から学ぶ。そして現代における看護の役割や機能、看護活動の内容理解を深め

る。看護過程の基本的知識を学び、2 年次に学習する看護過程の事例展開に繋げる。さらに地

域で生活する人々に対して疾病予防、健康維持・増進として看護の役割を理解する。これらの

学習を通して、自らの看護観を育んでいくことを目指す。 

 

授業科目名 成人看護学概論 担当教員名 武藤 英理、早川 真奈美 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 前期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

1. 成人各期の人々の身体的、心理的、社会的な特徴を述べることができる。  

2. 成人看護学で使用する理論・モデルの特徴を説明できる。   

3. 成人期にある人の健康と健康障害の特徴について述べることができる。  

4. 成人期にある人に健康問題の特徴を踏まえた看護を提供することの意義と方法を考察する
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ことができる。 

【授業の概略】 

成人期にある人の価値観・健康観の多様性、役割や健康問題など、ライフサイクルの中で生活

者としての特徴を踏まえ、健康上のニーズ及び対象の健康レベルに応じた健康問題に関する知

識を習得し、成人看護の役割と機能を学ぶ。成人の看護アプロ－チの基本となるストレス・適

応・危機理論、看護者と患者の相互関係、行動科学的アプローチについて学ぶ。 

 

授業科目名 老年看護学概論 担当教員名 田中 結花子、近藤 裕子 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 前期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

1)ライフサイクルからみた老年期、加齢と生涯発達の視点から説明できる。 

2)身体の加齢変化と身体的特徴について述べられる。 

3)心理・精神面の加齢変化と死に対する考え方について述べられる。 

4）加齢変化による社会的側面の特徴について考えられる。 

5）老年看護の理念、役割と機能、倫理的課題、老年看護に適用される理論について述べれる。 

6)人口高齢化の特徴、家族形態の変化、保健・医療・福祉政策とその動向について考えられる。 

7)災害時における高齢者支援の必要性について説明できる。 

8）自己の老年観を確認することができる。 

【授業の概略】 

学生自身が抱く老年期にある人に対する思いと、実際に老年期にある人との対話を通じてきづ

いたことを整理し、老年看護学を学ぶ土台とする。老年期にある人を身体的、心理・精神的、

社会的側面から捉え、生涯の終わるときまで発達することを理解する。また、老年看護の特性

について学ぶ。 

 

授業科目名 小児看護学概論 担当教員名 石田 寿子、高木 歩実、遠藤 洋

次 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 前期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

小児看護の対象である子どもと家族の特徴、それらを取り巻く社会環境を学び、子どもの健や

かな育ちを促進する小児看護の役割と課題について考える。 

1．小児看護の対象である子どもと家族の特徴を理解できる 

2．子どもに関する統計、政策を理解し、子どもが育つ社会環境について考察できる 

3．子どもの権利擁護の必要性と倫理的配慮について考察できる 

4．子どもを取り巻く社会環境、小児医療の現状と課題を知り、小児看護の役割について考察で

きる 

5．小児の健やかな成長・発達に必要な養育が説明できる 

6．小児にとっての家族の意義と家族支援について説明できる 

【授業の概略】 

子どもから大人への成長・発達する変化を踏まえて、小児看護の特徴と看護の果たすべき役割

について学習する。子どもに関する統計の数値から子どもに安全な環境を提供する重要性や学

習環境を保護する必要性、子どもの健康維持のための母子保健事業や児童福祉行政などの政策

を学び、健やかな育ちの支援について考える。子どもの人権の歴史的背景から、権利擁護の必

要性と倫理的配慮について考察する。子どもの成長・発達の特徴をふまえた養育について理解

する。さらに、子どもと家族を取り巻く社会や小児医療の現状から、多職種が連携した育児支
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援・健全育成のための支援について小児看護の果たすべき課題を考察する。 

 

授業科目名 母性看護学概論 担当教員名 小倉 由紀子、古田 千恵、永田 佳

子 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講 前期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

現代社会における母性と女性のあり方について考え、対象に応じた看護を実践するための基礎

的知識を習得する。 

１ 「母性」とは何か、セクシュアリティ、リプロダクティブヘルス･ライツの観点から、その

概念の変遷を学び、母性看護とは何かを考察することができる。 

2 「母性」を取り巻く環境との関連から母性看護の対象者とその健康課題を理解し、支援の方

法について述べることができる。 

３  母性看護及びセクシャ・リプロダクティブの中心概念について説明できる。 

【授業の概略】 

・母性看護およびリプロダクティブヘルスの中心概念について理解する。 

・母性看護の役割、法的責任と倫理について理解する。 

・女性の身体の形態と機能の特徴について理解する。 

 

授業科目名 精神看護学概論 担当教員名 竹内 陽子、和田 貴子 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 前期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

1）人間のライフステージにおける精神の発達と、それに影響を与える諸要因・危機的状況につ

いて説明できる。 

2）心の健康の保持・増進および疾病の予防・回復に必要な援助や保健・医療・福祉制度の仕組

みを説明できる。 

3）精神医療・看護の歴史的変遷から人権擁護について考察し、自分の言葉で論じることができ

る。 

4）心の健康問題を抱える人の「生きにくさ」を知り、ストレングスに着目することの重要性を

説明できる。 

【授業の概略】 

人間の精神（心）の機能・構造、および発達に影響を与える諸要因と危機的状況について学習

する。特に、人間のライフステージや生活の場における心の健康問題を中心に、現代社会が抱

える健康問題への理解を深めるとともに、心の健康を保持・増進、回復するために必要な看護

および心の健康を支える保健・医療・福祉制度の仕組みを学ぶ。さらに、精神医療・看護の歴

史的変遷を学ぶことにより、現代社会における精神保健、精神看護の諸問題・課題および人権

擁護について考える。 

 

授業科目名 地域・在宅看護概論Ⅱ 担当教員名 石原 多佳子、高田 恵子 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 後期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

１ 地域・在宅看護の基本理念について理解できる    
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２ 地域・在宅看護の対象と生活について理解できる 

３ 地域・在宅看護の倫理の基本的な考え方と倫理的問題について考察できる  

４ 地域・在宅看護に関する制度について理解できる 

５ 訪問看護の制度と機能について理解できる 

６ 地域・在宅看護の個別支援、家族支援について理解できる 

７ 地域包括ケアシステムと地域包括支援センターの機能について理解できる 

８ 地域・在宅看護におけるリスクマネジメントについて理解できる 

【授業の概略】 

療養者とその家族だけではなく、地域で暮らすあらゆる人々を看護の対象とし、地域で健

康とくらしを支える看護とは何かを基軸に、尊厳をもってその人が望む生活を実現するた

めの社会の仕組みや社会資源、看護職の役割について理解する。また社会の変化に即した

在宅看護のあり方を学び、地域で暮らす療養者や家族のニーズを満たすための包括的支援

の必要性を理解する。 

 

授業科目名 公衆衛生看護学概論 担当教員名 大塚 敏子 

授業の方法 講義22.5時間(15週にわたり週1回90分受講) 

キャンパス 羽島キャンパス 必修・選択 選択科目 

単位数 2単位(\5,000) 開講期 後期 

授業内容 【到達目標及びテーマ】 

１．公衆衛生看護の理念・枠組み、主要な概念について歴史的変遷を踏まえて説明できる 

２．公衆衛生看護活動の領域および生活者としての対象の特徴について説明できる 

３．人々の生活・環境と健康問題の関わりについて説明できる 

４．地域保健・公衆衛生看護に関連する法律や施策について説明できる 

５．保健師が行う基本的な公衆衛生看護活動の方法と特徴について理解し、その意義について

考察できる 

【授業の概略】 

すべての看護職にとって必要な公衆衛生看護の基礎的な知識を修得する。具体的には公衆衛生

看護の歴史や基盤となる概念、対象や展開される場の特徴、人々の健康に影響する要因を理解

し、健康の保持増進や健康問題の予防・回復への支援を行う公衆衛生看護活動の基本を学ぶ。 

 

 

 


